
市民ワークショップの開催目的について

　市では、鉄道高架後の駅周辺の土地利用計画を示す「 釧路駅周辺の再整備方針 」の検討を進めている。この方針は、単に駅周辺における「交通
結節点機能」を向上させることや、民間等が活用するための土地を生み出すことだけではなく、それらが連携し、賑わいを生み出すための人々の
「回遊性」や「滞在性」を高めることも視野に検討を進めている。
　令和４年度末にはその「方針案」を作成したほか、その方針案をベースに、駅前広場を含む釧路駅周辺に様々な性質の公共空間を配置しつつ、
一体感のある魅力的な空間を構築していくため、「公共空間の再整備イメージ（鳥観図）」を作成し、空間デザインの一例を示したところである。
　令和５年度からは、「方針案」を基に検討を進めて「方針」を固めていくと共に、「 釧路駅周辺の空間デザイン指針 」の作成に向けた検討を開始する
ところであるが、釧路駅周辺（駅前広場）に関する市民の皆様の考え方やご意見をワークショップ形式で把握し、その方向性を共有することを目的とする。

釧路駅周辺の再整備方針  【案２】　(令和４年度末に作成)

空間デザインの一例
(多くの緑を基調とした空間)
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